
曲          線          表
IP IP間方向角 IA R TL SL CL IP間距離 X座標 Y座標

NO.0 74゜44'43" 104.602 78117.229 72841.713
IP.1 112゜43'37" 37゜58'54" 160.000 55.064 9.210 106.065 86.359 78144.751 72942.629
EP 78111.387 73022.283

L=5.1mL=9.5m

平　面　図 S=1:250

設計条件

・道路規格　第3種第5級
・設計速度　V=20km/h

・縦断勾配　i=9%以下(i=0.0%～2.02%)

・横断勾配　i=1.5%

・片勾配　考慮しない
　　　　　(片勾配を打ち切る最小曲線半径R=150m以上)

・拡幅　川側の仮設土留め設置のため,1.0m拡幅

・幅員構成

・設計車両　小型自動車および普通自動車

L=15.0m
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吹付法枠(F500-3000*3000) A=801.5m2　　グラウンドアンカー N=82本
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Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）

VCL=20.000m

VCL=20.000m

山側構造物計画区間

舗装止壁 もたれ式擁壁 アンカー付き親杭横矢板擁壁　L=124.0m もたれ式擁壁

実施設計図面

場所打杭Ｎ＝２８本　アンカーＮ＝１４本

施工延長Ｌ＝５６．０ｍ（第２分割）
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(9/19)

R

AS

S=1:100

痕跡水位97.0m(No.6測線投影)

Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）
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1000 5099

1900

実施設計図面



横 断 図

1/100 図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

TP=90.000

1
0.
0
00

FH=105.455

GH=105.443

NO.5

/ 19

NO.5

R

(10/19)

AS

 5

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

横 断 図(10/19)

▽ 105.412

▽ 103.500

崩壊肩

1.50%

1:1.0

1:0.6 L=6.3m

1.50%

1:0.5

5.0%▽ 108.403

▽ 108.438

計画済み 計画範囲

m3

掘削工
m3

床掘B

コン取壊し

片切掘削

作業土工

構造物取壊工

m3

埋戻

土工数量表

m3

t=5cm

土砂(1.0m≦W<2.0m)

軟岩(1.0m≦W<2.0m)

土砂

m3

舗装版破砕 m2

無筋

軟岩

m3Wmax≦1.0m

工種 単位細別 規格 右側数量

盛土工
m3

m3

W<2.5m

W<2.5m路体盛土

路床盛土

0.4

1.2

1.2

0.4

0.7

0.3

S=1:100

痕跡水位97.0m(No.6測線投影)

Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）

0.8

クラック

2500

48
2
6

55

500

1500
3
50
0

2500

1000 5055

実施設計図面



横 断 図

1/100 図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

TP=90.000

1
0.
0
00

FH=105.298

GH=105.258

NO.5+10

/ 19

NO.5+10

R

(11/19)

AS

 6

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

横 断 図(11/19)

▽ 105.259

▽ 103.500

崩壊肩

崩壊肩

1.50%

1:1.0

1:0.6 L=6.3m

1.50%

1:0.5

5.0%▽ 108.246

▽ 108.281

計画済み 計画範囲

m3

掘削工
m3

床掘B

コン取壊し

片切掘削

作業土工

構造物取壊工

m3

埋戻

土工数量表

m3

t=5cm

土砂(1.0m≦W<2.0m)

軟岩(1.0m≦W<2.0m)

土砂

m3

舗装版破砕 m2

無筋

軟岩

m3Wmax≦1.0m

工種 単位細別 規格 右側数量

盛土工
m3

m3

W<2.5m

W<2.5m路体盛土

路床盛土

2.0

0.5

6.7

0.3

0.5

0.3

S=1:100

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

CL

CM

CL

01020304050
N値

2

26

15

13

17

28

17

32

 Bor.No.8-3
 T.P.+110.55 m
 Dep = 12.00 m

痕跡水位97.0m(No.6測線投影)

Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）

0.7
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2500

3
7
97

18
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00

2500

1000 5018

実施設計図面



横 断 図

1/100 図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

TP=90.000

1
0
.0
00

FH=105.098

GH=105.102

NO.6

/ 19

NO.6

R

AS

(12/19)

 7

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

横 断 図(12/19)

▽ 105.060

▽ 103.500

崩壊肩

1.50%

1:0.6 L=6.3m

1.50%

1:0.5

5.0%▽ 108.046

▽ 108.081

計画済み 計画範囲

m3

掘削工
m3

床掘B

コン取壊し

片切掘削

作業土工

構造物取壊工

m3

埋戻

土工数量表

m3

t=5cm

土砂(1.0m≦W<2.0m)

軟岩(1.0m≦W<2.0m)

土砂

m3

舗装版破砕 m2

無筋

軟岩

m3Wmax≦1.0m

工種 単位細別 規格 右側数量

盛土工
m3

m3

W<2.5m

W<2.5m路体盛土

路床盛土

0.8

0.7

0.3

0.3

1.0

0.3

S=1:100

痕跡水位97.0m(No.6測線確認)

Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）

1.1

1.5
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5
54

79
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2500

1000 5079

実施設計図面



横 断 図

1/100 図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

TP=90.000

10
.
00
0

FH=104.897

GH=104.791

NO.6+10

/ 19

NO.6+10

R

AS

(13/19)

 8

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

横 断 図(13/19)

▽ 104.859

▽ 103.000

崩壊肩

崩壊肩

1.50%

5.0%

1.50%

1:0.5

▽ 107.845

1:0.6 L=6.3m

▽ 107.880

計画済み 計画範囲

m3

掘削工
m3

床掘B

コン取壊し

片切掘削

作業土工

構造物取壊工

m3

埋戻

土工数量表

m3

t=5cm

土砂(1.0m≦W<2.0m)

軟岩(1.0m≦W<2.0m)

土砂

m3

舗装版破砕 m2

無筋

軟岩

m3Wmax≦1.0m

工種 単位細別 規格 右側数量

盛土工
m3

m3

W<2.5m

W<2.5m路体盛土

路床盛土

0.1

1.5

0.5

0.3

0.4

0.3

S=1:100

痕跡水位97.0m(No.6測線投影)

Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）

1.0

クラック
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4
8
99

110
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1000 5110

実施設計図面



横 断 図

1/100 図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

TP=90.000

1
0.
0
00

FH=104.695

GH=104.557

NO.7

/ 19

NO.7

R

AS

(14/19)

 9

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

横 断 図(14/19)

▽ 104.658

▽ 102.500

1.50%1.50%

計画済み 計画範囲

m3

掘削工
m3

床掘B

コン取壊し

片切掘削

作業土工

構造物取壊工

m3

埋戻

土工数量表

m3

t=5cm

土砂(1.0m≦W<2.0m)

軟岩(1.0m≦W<2.0m)

土砂

m3

舗装版破砕 m2

無筋

軟岩

m3Wmax≦1.0m

工種 単位細別 規格 右側数量

盛土工
m3

m3

W<2.5m

W<2.5m路体盛土

路床盛土

0.4

1.2

1.9

0.3

0.5

0.3

S=1:100

痕跡水位97.0m(No.6測線投影)

Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）

0.7

2500

4
6
98

111

500
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1000 5111

実施設計図面



横 断 図

1/100 図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

TP=90.000

10
.
00
0

FH=104.503

GH=104.438

NO.7+10

/ 19

NO.7+10

R

(15/19)

AS

TP=95.000

参考横断：NO.7+15.211

(ペーロケ横断)

10

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

横 断 図(15/19)

擦付

計画済み 計画範囲

1:0.5

▽104.397

1:0.5

m3

掘削工
m3

床掘B

コン取壊し

片切掘削

作業土工

構造物取壊工

m3

埋戻

土工数量表

m3

t=5cm

土砂(1.0m≦W<2.0m)

軟岩(1.0m≦W<2.0m)

土砂

m3

舗装版破砕 m2

無筋

軟岩

m3Wmax≦1.0m

工種 単位細別 規格 右側数量

盛土工
m3

m3

W<2.5m

W<2.5m路体盛土

路床盛土

m3

掘削工
m3

床掘B

コン取壊し

片切掘削

作業土工

構造物取壊工

m3

埋戻

土工数量表

m3

t=5cm

土砂(1.0m≦W<2.0m)

軟岩(1.0m≦W<2.0m)

土砂

m3

舗装版破砕 m2

無筋

軟岩

m3Wmax≦1.0m

工種 単位細別 規格 右側数量

盛土工
m3

m3

W<2.5m

W<2.5m路体盛土

路床盛土

1.7

2.4

0.4

2.2

0.3

0.5

0.3

0.4

3.5

1.9

0.3

0.5

0.3

0.3

0.1

2.9

0.7

0.8

0.1

0.3

0.3

(     )

(     )

(     )

(     )

(     )

(     )

(     )

(     )

(　)書き数値はもたれ式擁壁側を示す

S=1:100

▽ 104.473

▽ 102.500

1.50%

痕跡水位97.0m(No.6測線投影)

Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）
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4
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▽ 106.007 ▽ 105.925 ▽ 105.843
▽ 105.679

▽ 105.597
▽ 105.512 ▽ 105.412 ▽ 105.259

▽ 105.060 ▽ 104.859
▽ 104.658 ▽ 104.473

▽ 106.011 ▽ 105.945
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▽ 104.516 ▽ 104.397
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アンカー付き親杭横矢板擁壁一般図 S=1:100

NO.1+9.536

NO.1+17.536

NO.2+9.536

NO.3+1.729

NO.3+13.923

NO.4+6.116 NO.4+18.309
NO.5+10.503

NO.6+2.696

NO.6+14.890

NO.7+7.083

NO.7+15.211

a

b

c

d

e

f g

h

i

j

k

l

TP=90.000

NO.5 付近

AP1 AP2 AP3 AP4

BP2 BP3 BP4
BP5 BP6 CP1 CP2 CP3

CP4 CP5 CP6 DP1 DP2 DP3 DP4 DP5

DP6 EP1

EP2 EP3
EP4 EP5 EP6

JP4
JP6 KP1

KP2 KP3

KP4

A1

▽104.500

A2

J1

▽102.500

J2 J3 K1

▽102.500

K2

I1

▽103.000

I2 I3

H1

▽103.500

H2 H3G1

▽103.500

G2 G3F1

▽103.500

F2 F3E1

▽103.500

E2 E3

D1

▽104.000

D2 D3C1

▽104.000

C2 C3B1

▽104.000

B2 B3

4号

NO
.
5+
2
.3
7
3

t=30
0

t=30
0

既設擁壁

既設擁壁

BP1

アンカー付き親杭横矢板擁壁一般図

1/100 図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名 徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

/ 19

土留板
A=3.80m2

土留板
A=3.80m2

土留板
A=3.80m2

土留板
A=3.84m2

土留板
A=4.43m2

土留板
A=4.75m2 土留板

A=5.38m2

土留板
A=5.66m2

土留板

A=5.70m2
土留板
A=5.70m2 土留板

A=5.70m2
土留板

A=5.70m2

土留板

A=5.70m2

土留板

A=5.70m2
土留板
A=5.70m2

土留板
A=5.70m2

土留板
A=5.70m2 土留板

A=5.70m2 土留板
A=5.70m2 土留板

A=5.70m2
土留板
A=5.70m2

土留板

A=6.02m2 土留板

A=6.65m2

土留板

A=7.20m2 土留板
A=6.41m2

土留板
A=6.01m2 土留板

A=5.25m2

土留板

A=5.14m2

土留板

A=5.06m2

土留板

A=4.98m2

土留板

A=4.91m2

土留板

A=4.83m2

土留板

A=5.70m2

土留板
A=6.57m2

土留板
A=6.49m2

土留板
A=6.42m2

土留板

A=7.38m2

土留板

A=7.30m2

土留板

A=7.22m2

土留板

A=7.14m2

土留板
A=7.07m2

土留板
A=6.99m2

土留板
A=6.91m2

土留板

A=6.83m2

土留板

A=6.72m2

土留板
A=6.35m2

土留板
A=5.94m2

土留板
A=5.54m2

土留板

A=5.07m2 土留板
A=5.70m2

土留板

A=5.70m2 土留板
A=5.70m2 土留板

A=5.70m2
土留板

A=5.74m2 土留板

A=6.33m2

土留板

A=5.61m2

土留板
A=6.81m2

土留板

A=7.51m2

土留板

A=7.28m2

土留板
A=6.97m2

土留板

A=4.12m2

TP=90.000 TP=90.000

A S

FT-1-1

FT-2

FT-2-1

FT-3

FT-2-2

FT-3-1

FT-5-1

FT-4

FT-5

99.76
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93.77
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105.57

105.46
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105.35
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105.17
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105.19
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104.90

104.82

104.79

105.21

104.35

104.34

104.32

104.46

104.44

104.43

104.59

104.56

104.53

T 王余魚谷線 49

T 王余魚谷線 48

E オオビ 11×2

1:0.23

1:0.31

1:0.23

1:0.22

99.69

102.63
102.56
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100.50

HP
φ
2
00
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105.51

105.69

NO.1

NO.1+10

NO.2

NO.2+10

NO.3

NO.3+10

NO.4
NO.4+10 NO.5

NO.5+10

NO.6

NO.6+10

NO.7
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NO.8
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E オオビ 11×3

T 王余魚谷線 47

EC.1
(NO.7+15.602)

BC.1
(NO.2+9.536)

▽EL.1.50%1.50% 1.50%1.50%

標準断面図

平　面　図

側　面　図

▽腹起中心高

(RC-40)

(24N/mm2)

アンカー間隔

杭間隔

ブロック名

アンカー間隔
杭間隔

ブロック名

▽101.506

▽100.506

▽99.960 ▽99.960

管底▽104.536

削孔径φ500

推定岩盤線

3.
0m
程
度

 ctc4.0m 

  
  
1.
0m
以
上
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Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）

464 7536 2464 9536 457 9840 1703 8125 3875 5981 6019 3823 8177 1665 9840 495 9345 2655 7187 4813 5030 6970 2871 5129

Aブロック L=8000 Bブロック L=12000 Cブロック L=12000 Dブロック L=12000 Eブロック L=12000 Fブロック L=12000 Gブロック L=12000 Hブロック L=12000 Iブロック L=12000 Jブロック L=12000 Kブロック L=8000

アンカー付き親杭横矢板擁壁 L=124.0m

W=2500

W=2500

W=2517

W=25 00

W=2600

W =2 500

W=2614

W= 25 00

W=25 99

W =
2 5

5 5

W=
2 5

00

W=
25
79

W=
25
00

W=
26

10

W=
25

00

W=
26
11

W=
25
00

W=
25
47

W=
25
00

W=2500

W=2500

W=2500

W=2556

W =
2 5

0 0

W=
25

1 8

88°
10′

51″

88°
10′

51″

87°
49′

00″

87°
49′

00″

87°
49′

00″

87°
49′

00″

87°
49′

00
″

87°
49′

00″

87
°
49
′
00
″

87°
49′

00″

87
°
49
′
00
″87°

49′
00″

87
°
49
′
00
″87°49′

00″

87
°
49
′
00
″

87°49′00″

88
°
54
′
30
″

88°54′30″

90
°
00
′
00
″

90°00′00″

90
°
00
′
00
″

90°
00′

00″

7
50
0

7
50
0

7
50
0

7
50
0

7
50
0

80
0
0

80
0
0

80
0
0

85
00

85
00

85
00

8
50
0

8
50
0

9
00
0

9
00
0

9
00
0

90
00

90
0
0

90
0
0

90
0
0

90
0
0

95
0
0

95
00

10
00
0

10
00
0

1
05
0
0

1
05
0
0

1
05
0
0

1
10
0
0

1
10
0
0

11
5
00

11
5
00

12
0
00

12
0
00

1
25
0
0

12
5
00

13
00
0

13
00
0

13
5
00

1
30
0
0

1
30
0
0

13
00
0

1
25
0
0

12
0
00

1
20
0
0

11
5
00

11
00
0

1
10
0
0 10

50
0

10
00
0

95
0
0

9
50
0

90
0
0

85
00

85
00 80
00

8
00
0

75
0
0

75
0
0

70
0
0

70
00 65
00

2500

アンカー定着長 La

アンカー自由長 Lf

現地盤(1)

推定岩盤線

単粒度砕石

もたれ式擁壁 もたれ式擁壁

1号翼壁工
2号翼壁工

2500

1000 5000 調整幅

現地盤(2)

W 500

擁壁構造基準線(延長表示位置)

Gr-C-2B

現地盤(1)表示位置

20°

20
0

10
0

壁
面
H

均しコンクリート

基礎材

RC版

500
100

1000 1000

2000 4000 2000

3@2000=6000 1000 1000

2000 2@4000=8000 2000

5@2000=10000 1000 1000

2000 2@4000=8000 2000

5@2000=10000 1000 1000

2000 2@4000=8000 2000

5@2000=10000 1000 1000

2000 2@4000=8000 2000

5@2000=10000 1000 1000

2000 2@4000=8000 2000

5@2000=10000 1000 1000

2000 2@4000=8000 2000

5@2000=10000 1000 1000

2000 2@4000=8000 2000

5@2000=10000 1000 1000

2000 2@4000=8000 2000

5@2000=10000 1000 1000

2000 2@4000=8000 2000

5@2000=10000 1000 1000

2000 4000 2000

3@2000=6000

54
6

1
00
0

3
70
0

45
56

4
80
045
0
03
74
5

5
00
04
00
0

40
00

40
00

40
00

3
00
0

3
00
0

3
50
0

4
35
7

49
03

30
0
0

32
0
5

40
0
0

40
00

40
00

4
00
0

43
1
9

48
2
6

35
5
4

48
99

4
69
8

横矢板(杉 t=10cm)

2
00

10
0

1
00

管渠工(φ300)

4000 8000

ダウンザホールハンマ

岩盤線表示位置

モ
ル
タ
ル
充
填

根
入
れ
長

岩
盤
削
孔
長

土
砂
削
孔
長

グラウンドアンカー

2
00

37
9
7

42
4
9

岩
盤
定
着
部
 余

裕
深

現地盤(2)表示位置

岩
盤
3.
22

岩
盤
3.
2
1

岩
盤
3.
16

岩
盤
3.
10

岩
盤
3.
05

岩
盤
3
.0
0

岩
盤
3
.4
1

岩
盤
3
.2
4

岩
盤
3
.0
7

岩
盤
3
.4
0

岩
盤
3
.2
3

岩
盤
3
.0
9

岩
盤
3
.0
6

岩
盤
3
.0
2

岩
盤
3.
4
9

岩
盤
3.
4
5

岩
盤
3.
4
2

岩
盤
3
.3
8

岩
盤
3
.3
4

岩
盤
3
.3
1

岩
盤
3
.2
7

岩
盤
3.
1
5

岩
盤
3.
41

岩
盤
3.
18

岩
盤
3
.4
4

岩
盤
3.
21

岩
盤
3.
47

岩
盤
3.
24

岩
盤
3
.0
1

岩
盤
3.
2
8

岩
盤
3.
0
5

岩
盤
3
.3
2

岩
盤
3
.0
9

岩
盤
3.
3
6

岩
盤
3.
13

岩
盤
3.
41

岩
盤
3.
1
9

岩
盤
3.
4
6

岩
盤
3.
24

岩
盤
3.
0
1

岩
盤
3
.2
9

岩
盤
3.
00

岩
盤
3
.3
5

岩
盤
3
.2
1

岩
盤
3.
07

岩
盤
3
.4
3

岩
盤
3.
28

岩
盤
3.
1
3

岩
盤
3.
4
8

岩
盤
3
.3
3

岩
盤
3.
18

岩
盤
3
.0
3

岩
盤
3
.3
8

岩
盤
3.
22

岩
盤
3.
0
7

岩
盤
3
.4
2

岩
盤
3.
1
8

岩
盤
3.
45

岩
盤
3.
21

岩
盤
3.
22

岩
盤
3.
4
7

岩
盤
3.
4
7

1000

3@200
0=60

00

1000

2000

4000

2000

Aブロック L=8
000

5@20
00=1

0000

2@40
00=8

000

1000

2000
Bブロック L=1

2000

2000

1000

Cブロック L=12
000

Dブロック L=1200
0

Eブロック L=12000
Fブロック L=12000

Gブロック L=12000

Hブロック L=12000

Iブロック L=12000

Jブロック L=12000

Kブロック L=8000

1000

5@200
0=100

00

1000

2000

2@400
0=800

0

2000

1000

5@2000=1
0000

1000

2000

2000

2@4000=
8000

1000
5@2000=10000

1000

2000

2000

2@4000=8000

1000 5@2000=10000 1000

2000 20002@4000=8000

1000
5@2000=10000

10002000

2000

2@4000=8000
1000

5@2000=10000

1000

2000

2000

2@4000=8000 1000

5@2000=10000

1000

2000

2000

2@4000=8000
1000

5@2000=10000

1000

2000

2000

2@4000=8000

1000

3@2000=6000

1000

2000

2000

4000

2500

2500

5000

1000

推定岩盤線

親杭 H-300*300*10*15

実施設計図面

施工延長Ｌ＝５６．０ｍ（第２分割）
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腹起中心▽103.500

アンカー付き親杭横矢板擁壁構造図(Gブロック)

H鋼(H-300*300*10*15)諸元表

アンカー諸元表

N
O.
5+
2
.3
7
3

アンカー付き親杭横矢板擁壁構造図(Gブロック)

1/50 図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名 徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

/

杭長12.5m 杭長12.5m

杭長13.0m 杭長13.0m 杭長13.0m

杭長13.5m

L
=
3.
0m
程
度

1.
0m
以
上

1912

AS

TP=91.000

TP=95.000

1.50%1.50%

▽ 105.412
▽ 105.259 ▽ 105.251

▽ 105.438

▽ 100.438

▽ 101.506

▽EL.

GP1

GP2

GP3

GP4

GP5

GP6

78133.357

78133.203

78133.050

78132.897

78132.744

78132.591

72938.686

72940.680

72942.674

72944.668

72946.662

72948.656

12.500

12.500

13.000

13.000

13.000

13.500

7.500

6.000

7.500

6.000

7.500

6.000

+

+

+

+

+

+

5.000

6.500

5.500

7.000

5.500

7.500

104.922

104.891

104.860

104.829

104.798

104.767

7.0

7.4

8.1

8.8

9.5

10.2

3.4

3.2

3.5

3.2

3.0

3.3

8.1

8.3

9.0

9.2

9.4

10.2

0.100

G1

G2

G3

103.500 20

杭NO.
杭芯座標

X Y
杭長

継手

上杭 下杭
杭天端EL.

削孔長

土砂
モルタル長

（m）

横矢板厚

アンカーNO. 緊張力(kN)
腹起中心
EL（m）

アンカー長（m）

自由長 定着長 アンカー長

削孔長（m）

土砂 合計

傾斜角
(°)

11.50

12.00

12.50

3.50

15.00

15.50

16.00

9.3

10.0

10.6

5.1

4.9

4.9

14.4

14.9

15.5

t=20mm
t=20mm

231.2
(常時)

※親杭の最大輸送長は、車両制限令上限の12.0mとする。

※現地における土砂層は、地質調査柱状図よりシルト混じり砂礫である。

※現地における岩盤層は、地質調査柱状図よりＤ級～ＣＬ級岩盤である。

岩盤

岩盤

L=7.25mL=3.25m

削孔径φ500

▽腹起中心高

(RC-40)

(24N/mm2)

アンカー間隔

杭間隔

構造基準線

アンカー間隔

杭間隔

▽腹起中心高

管底▽104.536

推定岩盤線

モルタル充填高

注記)
　・Ｈ鋼支柱及びブラケットは溶接構造用圧延鋼材SM400とし、その他の鋼材は全て一般構造用圧延鋼材SS400とする。
　・コンクリート擁壁には、水抜きパイプ(VP65)ならびに吸出防止材(キャップ式)を、3m2に1箇所の割合で設置すること。

GP1 GP2 GP3 GP4 GP5 GP6

G1 G2 G3

点名称 Ｘ座標 Ｙ座標

擁壁構造図基準位置 管理座標

g 78133.284 72937.677

h 78132.364 72949.642

※伸縮目地(t=20)中心位置を示す

平面図

側面図
断面図

Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）
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腹起中心▽103.500

アンカー付き親杭横矢板擁壁構造図(Hブロック)

H鋼(H-300*300*10*15)諸元表

アンカー諸元表

NO.6 付近

アンカー付き親杭横矢板擁壁構造図(Hブロック)

1/50 図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名 徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

/
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度
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点名称 Ｘ座標 Ｙ座標

擁壁構造図基準位置 管理座標

h 78132.364 72949.642

i 78130.537 72961.502

※伸縮目地(t=20)中心位置を示す
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削孔径φ500
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推定岩盤線

モルタル充填高

注記)
　・Ｈ鋼支柱及びブラケットは溶接構造用圧延鋼材SM400とし、その他の鋼材は全て一般構造用圧延鋼材SS400とする。
　・コンクリート擁壁には、水抜きパイプ(VP65)ならびに吸出防止材(キャップ式)を、3m2に1箇所の割合で設置すること。
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杭NO.
杭芯座標

X Y
杭長

継手

上杭 下杭
杭天端EL.

削孔長

土砂
モルタル長

（m）

横矢板厚

アンカーNO. 緊張力(kN)
腹起中心
EL（m）

アンカー長（m）

自由長 定着長 アンカー長

削孔長（m）

土砂 合計

傾斜角
(°)

▽EL.

12.00

11.00

10.00

3.50

15.50

14.50

13.50

10.2

9.2

8.2

4.8

4.7

4.8

15.0

13.9

13.0

t=20mm
t=20mm

1.50%1.50%

231.2
(常時)

6.000

4.500

5.500

※親杭の最大輸送長は、車両制限令上限の12.0mとする。

※現地における土砂層は、地質調査柱状図よりシルト混じり砂礫である。

※現地における岩盤層は、地質調査柱状図よりＤ級～ＣＬ級岩盤である。

岩盤

岩盤

L=7.25mL=3.25m

TP=95.000

AS

TP=95.000

平面図

側面図
断面図

Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）
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擁壁構造基準線(延長表示位置)

実施設計図面
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IP3

IP4
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構造基準線

前面

背面

前面
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JブロックHブロック

腹起中心▽103.000

アンカー付き親杭横矢板擁壁構造図(Iブロック)

H鋼(H-300*300*10*15)諸元表

アンカー諸元表

NO.6+10.0 付近

4号

アンカー付き親杭横矢板擁壁構造図(Iブロック)

1/50 図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名 徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

/

杭長11.0m 杭長11.0m

杭長10.5m

杭長10.0m

杭長9.5m 杭長9.5m

L
=3
.
0m
程
度

1.
0m
以
上

1914

IP1 IP2 IP3 IP4 IP5 IP6

I1 I2 I3

点名称 Ｘ座標 Ｙ座標

擁壁構造図基準位置 管理座標

i 78130.537 72961.502

j 78127.812 72973.189

※伸縮目地(t=20)中心位置を示す

▽ 100.506

▽ 99.960

アンカー間隔

杭間隔

構造基準線

アンカー間隔

杭間隔

▽腹起中心高

(24N/mm2)

削孔径φ500

(RC-40)

推定岩盤線

モルタル充填高

注記)
　・Ｈ鋼支柱及びブラケットは溶接構造用圧延鋼材SM400とし、その他の鋼材は全て一般構造用圧延鋼材SS400とする。
　・コンクリート擁壁には、水抜きパイプ(VP65)ならびに吸出防止材(キャップ式)を、3m2に1箇所の割合で設置すること。

▽ 104.859
▽ 104.760

▽ 105.006

IP1

IP2

IP3

IP4

IP5

IP6

78130.456

78130.002

78129.547

78129.093

78128.639

78128.185

72962.510

72964.458

72966.406

72968.353

72970.301

72972.249

11.000

11.000

10.500

10.000

9.500

9.500

7.500

6.000

7.500

10.000

9.500

9.500

+

+

+

+

+

+

-

-

-

104.486

104.445

104.404

104.363

104.322

104.281

6.6

6.0

5.3

4.7

4.4

4.1

3.1

3.5

3.3

3.2

3.0

3.4

7.0

7.1

6.6

6.1

5.1

5.2

0.100

I1

I2

I3

103.000 20

杭NO.
杭芯座標

X Y
杭長

継手

上杭 下杭
杭天端EL.

削孔長

土砂
モルタル長

（m）

横矢板厚

アンカーNO. 緊張力(kN)
腹起中心
EL（m）

アンカー長（m）

自由長 定着長 アンカー長

削孔長（m）

土砂 合計

傾斜角
(°)

▽EL.

9.00

8.00

7.00

3.50

12.50

11.50

10.50

7.0

6.2

5.2

4.9

4.8

4.8

11.9

11.0

10.0

t=20mm
t=20mm

1.50%1.50%

231.2
(常時)

3.500

5.000

3.000

※親杭の最大輸送長は、車両制限令上限の12.0mとする。

※現地における土砂層は、地質調査柱状図よりシルト混じり砂礫である。

※現地における岩盤層は、地質調査柱状図よりＤ級～ＣＬ級岩盤である。

岩盤

岩盤

L=7.25mL=3.25m

TP=95.000

AS

TP=95.000

平面図

側面図
断面図

Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）
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現地盤(1)表示位置
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擁壁構造基準線(延長表示位置)

実施設計図面
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+
7.
0
83

NO
.7

j

JP1

JP2 JP3

JP4 JP5

JP6

J1 J2 J3

構造基準線 k

前面

背面

前面

背面

NO
.6
+
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.
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0

KブロックIブロック

腹起中心▽102.500

アンカー付き親杭横矢板擁壁構造図(Jブロック)

H鋼(H-300*300*10*15)諸元表

アンカー諸元表

NO.7 付近

4号

アンカー付き親杭横矢板擁壁構造図(Jブロック)

1/50 図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名 徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

/

杭長9.0m

杭長8.5m 杭長8.5m

杭長8.0m 杭長8.0m

杭長7.5m

1.
0m
以
上

L=
3
.0
m
程
度

1915

▽ 99.960

アンカー間隔

杭間隔

構造基準線

アンカー間隔

杭間隔

▽腹起中心高

(24N/mm2)

削孔径φ500

(RC-40)

推定岩盤線

モルタル充填高

注記)
　・Ｈ鋼支柱及びブラケットは溶接構造用圧延鋼材SM400とし、その他の鋼材は全て一般構造用圧延鋼材SS400とする。
　・コンクリート擁壁には、水抜きパイプ(VP65)ならびに吸出防止材(キャップ式)を、3m2に1箇所の割合で設置すること。

JP1 JP2 JP3 JP4 JP5 JP6

J1 J2 J3

点名称 Ｘ座標 Ｙ座標

擁壁構造図基準位置 管理座標

j 78127.812 72973.189

k 78124.205 72984.634

※伸縮目地(t=20)中心位置を示す

▽ 104.658

▽ 104.516

▽ 104.760

JP1

JP2

JP3

JP4

JP5

JP6

78127.654

78127.053

78126.452

78125.851

78125.249

78124.648

72974.187

72976.095

72978.002

72979.910

72981.817

72983.725

9.000

8.500

8.500

8.000

8.000

7.500

9.000

8.500

8.500

8.000

8.000

7.500

+

+

+

+

+

+

-

-

-

-

-

-

104.240

104.199
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104.077

104.036

3.8
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4.3
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0.100
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杭NO.
杭芯座標

X Y
杭長

継手

上杭 下杭
杭天端EL.

削孔長

土砂
モルタル長

（m）

横矢板厚

アンカーNO. 緊張力(kN)
腹起中心
EL（m）

アンカー長（m）

自由長 定着長 アンカー長

削孔長（m）

土砂 合計

傾斜角
(°)

▽EL.

6.00

5.50

5.00

3.50

9.50

9.00

8.50

4.1

3.4

2.8

4.8

5.0

5.1

8.9

8.4

7.9

t=20mm
t=20mm

1.50%1.50%

231.2
(常時)

※親杭の最大輸送長は、車両制限令上限の12.0mとする。

※現地における土砂層は、地質調査柱状図よりシルト混じり砂礫である。

※現地における岩盤層は、地質調査柱状図よりＤ級～ＣＬ級岩盤である。

岩盤

岩盤

L=7.25m

L=3.25m

TP=93.000

AS

TP=95.000

平面図

側面図
断面図

Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）
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実施設計図面
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k l
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KP1
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構造基準線

前面
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前面

背面

N
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Jブロック

腹起中心▽102.500

アンカー付き親杭横矢板擁壁構造図(Kブロック)

H鋼(H-300*300*10*15)諸元表

アンカー諸元表

NO.7+10.0 付近t=300

t=300

※もたれ式擁壁との境界には目地材(t=10)を設置する。

アンカー付き親杭横矢板擁壁構造図(Kブロック)

1/50 図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名 徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

/

L
=
3.
0
m程

度

1.
0m
以
上

杭長7.5m

杭長7.0m 杭長7.0m

杭長6.5m

1916

アンカー間隔

杭間隔

構造基準線

アンカー間隔

杭間隔

▽腹起中心高

(24N/mm2)

削孔径φ500

(本体工と同時打設)

(RC-40)

(RC-40)

推
定
岩
盤
線

モルタル充填高

注記)
　・Ｈ鋼支柱及びブラケットは溶接構造用圧延鋼材SM400とし、その他の鋼材は全て一般構造用圧延鋼材SS400とする。
　・コンクリート擁壁には、水抜きパイプ(VP65)ならびに吸出防止材(キャップ式)を、3m2に1箇所の割合で設置すること。

KP1 KP2 KP3 KP4

K1 K2

点名称 Ｘ座標 Ｙ座標

擁壁構造図基準位置 管理座標

k 78124.205 72984.634

l 78121.320 72992.096

※伸縮目地(t=20)中心位置を示す

▽ 104.473
▽ 104.397▽ 104.516

L=6.50m

▽ 99.960

▽ 100.697

KP1

KP2

KP3

KP4

78123.984

78123.263

78122.542
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※親杭の最大輸送長は、車両制限令上限の12.0mとする。

※現地における土砂層は、地質調査柱状図よりシルト混じり砂礫である。

※現地における岩盤層は、地質調査柱状図よりＤ級～ＣＬ級岩盤である。
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Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）
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アンカー付き親杭横矢板擁壁構造詳細図(その1)

1　　2-D13x1980

2　5-D13x380

鉄筋質量　D13-5.831kg　（1箇所当たり）

(SD345)

腹起中心位置 腹起中心位置

1　D13 2　D13

2　D13

 1　D13

2　D13

B

B

アンカー取付部詳細図 S=1:20

アンカー取付部保護コンクリート配筋図

A-A B-B

断面図 正面図

アンカー取付部保護コンクリート S=1:20

アンカー式擁壁材料一覧表

A

A

項目

アンカー設計アンカー力

アンカー傾角

台座金物厚
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単位

kN/本

度

mm

mm
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9

寸法

231.2(常時)

16

S=1:20

アンカー付き親杭横矢板擁壁構造詳細図(その1)

図　示 図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名 徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

/ 1917

ブラケット高さ:H mm 350
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ブラケット
PL-350*350*16
　（SM400）
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ブラケット
PL-350*350*16
　（SM400）

ブラケット厚さ:t mm 16

ブラケットすみ肉溶接サイズ:S mm 12

ブラケット詳細図 S=1:10
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6
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6

t ba

側面図 正面図

16 168142

台座金物寸法一覧表
(mm)

b  = a  + 26

a  = 110 + 2・t

S=1:10台座金物

　　（SM400）

　　（SM400）

　　（SM400）

12

12

　　（SM400）

注) ・H鋼支柱及びブラケットは溶接構造用圧延鋼材SM400とし、
　　　その他の鋼材は全て一般構造用圧延鋼材SS400とする。

Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）
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アンカー付き親杭横矢板擁壁構造詳細図(その2)

横矢板詳細図 S=1:20

注）横矢板は杉材(仮設時：σa=10.5N/mm2)を使用

躯体取付鉄筋詳細図 S=1:20

RC版

L=1250 (SD345)

 L=1250 (SD345)

横矢板厚一覧表(杉材)

t(cm)

10.0

ブロック名

A～K

アンカー付き親杭横矢板擁壁構造詳細図(その2)

図　示 図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名 徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

/ 1918

Ｈ鋼支柱継手詳細図 S=1:5

添接板 2-PL 200*9*350 添接板 4-PL 90*9*350 添接板 2-PL 300*9*350

継手部断面図
フランジ取付ボルト

16-HTB M20*65 (F10T)

ウェブ取付ボルト

8-HTB M20*60 (F10T)

2-PL 300*9*350
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注) Ｈ鋼支柱継手はSS400する。

注) ・H鋼支柱及びブラケットは溶接構造用圧延鋼材SM400とし、
　　　その他の鋼材は全て一般構造用圧延鋼材SS400とする。
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擁壁下端傾斜部　横矢板設置要領(参考図)

正面図 S=1:30
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擁壁垂直部　横矢板設置要領(参考図)
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B ブロック 1900 7

摘　要
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F ブロック 1900 7 間を含むEF,FG

G ブロック 1900 6 間を含むGH
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コンクリート壁　下端位置
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摘　要

Ｌ型加工

※本参考図は端部処理等の参考図であり構造に影響はないため、

　現地ににて変更対応を可とする。

Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）
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※現地における土砂層は、地質調査柱状図よりシルト混じり砂礫である。
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Ｒ２波土　中部山渓轟公園線

海・小川　法面対策工事（２）

（一）中部山渓轟公園線

海部郡海陽町小川（第２分割）
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